
二

当
該
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。）に
お
け
る
当
該
業
務
の

実
施
状
況
を
、
定
期
的
に
又
は
必
要
に
応
じ
て
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
託
者
が
当
該
業
務
を
的
確
に
遂

行
し
て
い
る
か
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
改
善
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
受
託
者
に
対
す
る
必
要
か
つ
適
切
な

監
督
を
行
う
こ
と
。

三

受
託
者
が
行
う
当
該
業
務
に
係
る
顧
客
か
ら
の
苦
情
を
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
。

四

受
託
者
が
当
該
業
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
業
務
を
委
託
し

た
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
二
以
上
の
会
社
に
対
し
、
他
の
適
切
な
第
三
者
に
当
該
業

務
を
速
や
か
に
委
託
す
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
業
務
に
係
る
顧
客
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
求
め
る
こ
と
。

五

当
該
業
務
を
委
託
し
た
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
二
以
上
の
会
社
の
業
務
の
健
全
か

つ
適
切
な
運
営
を
確
保
し
、
当
該
業
務
に
係
る
顧
客
の
保
護
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
会

社
に
対
し
、
当
該
業
務
の
委
託
に
係
る
契
約
の
変
更
又
は
解
除
を
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る
こ
と
。

（
業
務
運
営
に
関
す
る
措
置
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

（
業
務
運
営
に
関
す
る
措
置
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
二
百
十
一
条
の
三
十
三

第
五
十
三
条
の
三
か
ら
第
五
十
三
条
の
三
の
三
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
四
（
第
二
項

を
除
く
。）、
第
五
十
三
条
の
六
、
第
五
十
三
条
の
七
、
第
五
十
三
条
の
八
、
第
五
十
三
条
の
十
、
第
五
十
三
条

の
十
一
第
一
項
、
第
五
十
三
条
の
十
二
の
二
、
第
五
十
四
条
（
第
一
項
第
一
号
を
除
く
。）及
び
第
五
十
四
条
の

二
か
ら
第
五
十
四
条
の
三
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
少
額
短
期
保
険
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
五
十
三
条
の
四
中
「
特
定
関
係
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
関
係
者
（
令
第
三
十
八
条
の
十
各
号
（
第

二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
者
及
び
当
該
少
額
短
期
保
険
業
者
が
他
の
法
人
等
の
関
連
法
人
等
で
あ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
等
を
い
う
。
第
二
百
十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の

六
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
第
五
十
三
条
の
六
中
「
特
定
関
係
者
（
第
五
十
三
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
特

定
関
係
者
を
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
特
定
関
係
者
」
と
、「
同
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
四

第
三
項
」
と
、
第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
法
第
九
十
七
条
、
第
九
十
八
条
又
は
第
九
十
九
条
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
一
」
と
、
第
五
十
四
条
中
「
法
第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十

二
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
条
の
三
」
と
、
同
条
第
一
項
第
三
号
中
「
の
特
定
関
係
者
」

と
あ
る
の
は
「
の
特
定
関
係
者
（
令
第
三
十
八
条
の
十
各
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
百

十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
項
第
四
号
中「
前
三
号
」

と
あ
る
の
は
「
前
二
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
保
険
持
株
会
社
」
と
あ
る
の
は「
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
」

と
、
第
五
十
四
条
の
二
中
「
法
第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
条
の
三
」
と
、
第
五
十
四
条
の
三
中
「
法
第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十
二

条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
条
の
三
」
と
、「
金
融
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は「
金
融
庁
長
官
等
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
四
条
第
一
項
」
と
、
第
五
十
四
条
の
三
の
二
中
「
金
融
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
庁
長
官
等
」と
、

「
第
五
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は「
第
二
百
十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
第
二
項
」

と
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
百
条
の
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
十
一
条
の
三
十
三

第
五
十
三
条
の
三
か
ら
第
五
十
三
条
の
三
の
三
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
四
（
第
二
項

を
除
く
。）、
第
五
十
三
条
の
六
、
第
五
十
三
条
の
七
、
第
五
十
三
条
の
八
、
第
五
十
三
条
の
十
、
第
五
十
三
条

の
十
一
、
第
五
十
三
条
の
十
二
の
二
、
第
五
十
四
条
（
第
一
号
を
除
く
。）、
第
五
十
四
条
の
二
及
び
第
五
十
四

条
の
三
の
規
定
は
少
額
短
期
保
険
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
五
十
三
条
の
四
中「
特

定
関
係
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
関
係
者
（
令
第
三
十
八
条
の
十
各
号
（
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。）に
掲

げ
る
者
及
び
当
該
少
額
短
期
保
険
業
者
が
他
の
法
人
等
の
関
連
法
人
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人

等
を
い
う
。
第
二
百
十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
六
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
第
五

十
三
条
の
六
中
「
特
定
関
係
者
（
第
五
十
三
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
関
係
者
を
い
う
。）」
と
あ
る
の

は
「
特
定
関
係
者
」
と
、「
同
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
四
第
三
項
」
と
、
第
五
十
三
条
の
七

第
一
項
中
「
法
第
九
十
七
条
、
第
九
十
八
条
又
は
第
九
十
九
条
」
と
あ
る
の
は「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
一
」

と
、
第
五
十
四
条
中
「
法
第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
条
の
三
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
特
定
関
係
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
関
係
者
（
令
第
三
十
八
条
の
十
各

号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
百
十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
の
二

に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
前
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
二
号
」
と
、第
五
十
四
条
の
二
中「
法

第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
条
の
三
」と
、

第
五
十
四
条
の
三
中
「
法
第
百
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
条
の
三
」
と
、「
金
融
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
庁
長
官
等
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
四
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
一
条
の
三
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
少
額
短
期
保
険
業
者
に
よ
る
少
額
短
期
保
険
業
者
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
の
内
容
等
）

第
二
百
十
一
条
の
三
十
五
の
二

法
第
二
百
七
十
二
条
の
十
四
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
方
針
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
方
針
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

少
額
短
期
保
険
業
者
グ
ル
ー
プ
（
法
第
二
百
七
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
グ

ル
ー
プ
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
収
支
、
資
本
の
分
配
又
は
基
金
の
管
理
及
び
保
険
金
等

の
支
払
能
力
の
充
実
に
係
る
方
針
そ
の
他
の
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
方
針

二

災
害
そ
の
他
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
少
額
短
期
保
険
業
者
グ
ル
ー
プ
の
危
機
管
理
に
係
る
体

制
の
整
備
に
係
る
方
針
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